
↓↓ 一般質問は裏面にあります ↓↓
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第２回定例会は、６月19日から20日までの、２日間の会期で開催されます。

　定例会には、町から報告１件、議案９件が提案され、議会から選挙２件、意見書１件を提出して

います。

令和７年第２回定例会で審議する議案

第２回定例会 ６月19日(木)開会
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一 般 質 問
１９日午前１０時ごろから

町政のここが聞きたい！

今回は私たちが
質問をします！

傍聴される方へのお願い

お問い合わせは 議会事務局 (３２－３９５４) まで

・議場に入る前に、必ず「傍聴人受付票」に氏名と住所を記載し、回収箱に入れてください。
・携帯電話・スマートフォンは電源を切るか、マナーモードに設定のうえ、音が出ないようにし
　てください。
・席には限りがあります。満席の場合は立ち見となりますので、あらかじめご了承ください。

◆定例会日程
１日目　６月19日(木) 午前９時30分～
　　　　　　　仁木町役場庁舎３階　議場

※２日目は進行状況により決定されますので、議会事務局までお問い合わせを！

佐藤　秀教 議員 人口減少に伴う持続可能な地域づくりの施策は

内

容

少子高齢化や人口減少が続くことで、地域経済を支える人材の確保が難しくなり、医療や教育を

担う施設の減少が進み、生活や産業の維持だけにとどまらず、地方での生活自体も困難になること

が懸念される。

　持続可能な地域づくりの施策について、遊休町有地の宅地分譲や住環境整備の具体的な施策、外

国人材を確保するために自治体が果たす役割、農村公園フルーツパークにき再構築事業の具体的な

取組、再エネ利用設備の導入につながる調査の具体的な取組、合葬墓に関するアンケート調査の結

果の検証について、町長の見解は。

野崎　明廣 議員 小学生の登下校における安全対策は

内

容

本年３月に第３期仁木町子ども・子育て支援事業計画が策定され、「安全な道路交通環境の整

備」や「こどもの交通安全を確保するための活動の推進」が基本施策として定められている。

　北海道警察本部発表の令和６年小学生被害の交通事故実態によると、徒歩による通学中の死傷が

全体の60％を占めており、安全して通学できる体制の強化が必要と考えるが、徒歩通学について何

か安全対策を講じているのか。

上村智恵子 議員 小中学生の子育て支援の更なる拡充を

内

容

　本町は、給食費の無償化や医療費、通学費の補助など手厚く支援しているが、公共交通機関や宿

泊施設の料金が上昇していることから、修学旅行に係る経費も高騰していると推察するが、修学旅

行に係る経費はいくらになっているのか。また、就学費目にある修学旅行費の支給時期はいつなの

か。本来、全ての就学している児童・生徒の保護者に対し、就学援助の対象として掲げられている

費目を無償化すべきと考えるが、町の見解は。

上村智恵子 議員 ＪＲ仁木駅周辺の再整備について

内

容

　本年３月に後志自動車道仁木ＩＣが開通したが、ＪＲ仁木駅は仁木の玄関口として大きな役割を

果たしている。北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の工事は遅れ、原則開業時まではＪＲ北海道

により運行されることが示されている状況から、ＪＲ仁木駅周辺の再整備を考えてもよいのではな

いかと考える。自転車置場の屋根設置、公衆トイレの洋式化、水遊び場の設置、電動アシスト付き

自転車の導入について、それぞれ整備する考えは。


